
令和 3年度 第 3回 新潟市都心のまちづくり推進本部会議 
  

日時 ： 令和 4年 1月 31 日（月）13 時 30 分～ 

会場 ： 秘書課 第２会議室 

        

次  第 

 

１．本部長挨拶  

 

２．都心のまちづくり【「にいがた２ｋｍ」の覚醒】の修正について 

 

３．都心のまちづくりの基本方針を踏まえた本市の取組の方向性と 

令和 4年度の取組について 

 

４．市民、関係団体等から頂いた主なご意見・ご提案について 

 

５．意見交換等  

 

 ６．本部長より総括 

 

 

 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 都心のまちづくり【「にいがた２ｋｍ」の覚醒】（修正版） 

資料２ 都心のまちづくりの基本方針を踏まえた本市の取組の方向性 

資料３ 市民、関係団体等から頂いた主なご意見・ご提案について 



都心のまちづくり 【「にいがた２ｋｍ」の覚醒】

２．本市の現状・課題
① 新潟駅周辺整備事業の進展
② 都心エリアで民間開発の兆し
③ 若い世代の県外流出と人口減少
④ 老朽化したビルの更新の停滞
⑤ 進出企業のニーズを満たす

オフィス床の不足

６．基本方針における推進項目

Ⅰ. 人・モノ・情報の中心拠点となる 稼げる都心づくり
官民協働による「稼げる都心づくり」を推進し、その成⾧
エネルギーを全市域へ波及。
① 都市機能の更新・充実に向けた都心部の再開発促進

（都市再生緊急整備地域の活用）
② 戦略的な企業誘致の推進
③ 産業DX、ICT推進の先進エリアとしての取組強化
④ 歴史・文化・スポーツを通じた賑わいの創出
⑤ 観光資源を活かした交流人口の拡大

Ⅱ. 都心と８区の魅力・強みのコラボレーションによる
新たな価値の創造

都市と田園が調和する本市の魅力発信と、異業種間の協業・
変革を進め、次世代に向けたまちづくり。
① 「新潟の食と花」の魅力発信
② 「儲かる農業」の推進
③ 新たな価値やビジネスが創出される環境づくり
④ 観光資源を活かした交流人口の拡大【再掲】

Ⅲ. 居心地が良く、市民が主役になるまちづくり

都市緑化の推進、道路空間・水辺空間の有効活用など、
ゆとりと潤いのあるまちづくり。
① 都心の水辺空間の魅力を十分に活かした賑わいの創出
② くつろげる 歩いて楽しい緑豊かな都市空間の実現
③ 都心における各エリアの特性を活かした

良好な都市景観の形成

３．時代の要請
① ウィズコロナ・アフターコロナ

への対応
② SDGｓ(持続可能な開発目標)の実現
③ ゼロカーボンの推進

（脱炭素社会の実現）
④ デジタル化の進展

推進
項目

基本
方針

基本
方針

基本
方針

推進
項目

推進
項目

～市民とともに「かわ・まち・みなと」で紡ぐ過去から未来への成⾧エンジン～

４．【「にいがた２ｋｍ」の覚醒】へ
みなとまち新潟を象徴する信濃川と萬代橋から広がる「都心エリア」に

おいて、高次都市機能の集積や魅力の創出、賑わいづくりを市民の皆様と
一体で取り組むことで、『緑あふれ、人・モノ・情報が行き交う活力ある
エリア』を創造し、８区のネットワーク強化を図りながら、『本市経済・
産業の発展を牽引する成⾧エンジン』としていく取組を推進。

１．歴史の継承
〇 江戸時代には、北前船の最大の寄港地となるなど、人・物・文化が交流する

日本海側最大の湊町として繁栄し、幕末の開港五港にも選ばれた。
その風情や趣は現在に受け継がれている。

〇 日本海側初の特定重要港湾の指定や、地方空港初の国際空港指定、上越新幹線
の開通や、高速道路網の整備など、産業や交通のインフラ整備が着実に進めら
れてきた。

〇 2007年には本州日本海側で唯一の政令指定都市となり、さらなる拠点性の
向上に向けた施策を推進してきた。

５．都心のまちづくり基本方針 三本の柱
Ⅰ. 人・モノ・情報の中心拠点となる 稼げる都心づくり
Ⅱ. 都心と８区の魅力・強みのコラボレーションによる

新たな価値の創造
Ⅲ. 居心地が良く、市民が主役になるまちづくり

資料１未定稿











【都市再生緊急整備地域の活用】
●都市再生緊急整備地域のエリア拡大を

【戦略的な企業誘致の推進】
●老朽化したビルの建て替え促進を
●リモートワーク対応オフィスの整備を
●スタートアップ企業や起業家への支援

強化を
●ＩＴ企業以外の誘致も必要
●新潟から全国に発信・販売できる企業

の誘致を期待
●若者にとって魅力的な企業の誘致を
●若い世代が魅力を感じる市内優良企業

のＰＲを充実させるべき

【産業ＤＸ、ICＴ推進】
●ＤＸプラットフォームや５Ｇビジネス

ラボなどの先進的な取組のＰＲ強化を
●人流データ等を活用したまちづくり施

策やビジネスへの展開を
●徹底的に尖った未来都市を目指すべき
●にいがた2ｋｍにフリーWi-Fiの整備を

令和３年９月に公表した『都心のまちづくり【「にいがた２ｋｍ」の覚醒】』について、市ホームページや説明会等を通じて、関係団体や企業、市民の皆様からご意見・ご提案を頂きました。
下記は、そこで頂いた約２００のご意見・ご提案を整理したものです。

主 な ご 意 見 ・ ご 提 案

【歴史・文化・スポーツを通じた賑わい】
●歴史まちづくり法に基づく「歴史的

風致維持向上計画」の策定が必要
●堀や町屋等の街並みを復元し、旧市街

地の魅力を活かしたブランディングを
●みなとまち文化のアピールを
●クリエイターと連携し、まちなかに

歩いて楽しめる展示等をしてはどうか
●文化的コンテンツのＰＲが不十分
●アマチュア向けの小劇場の不足を補う

意味でも、ギャラリーと住居一体型の
アーティストレジデンスを古町に

●子供、高齢者、障がい者などが幅広く
気軽にスポーツを楽しめる環境整備を

●プロスポーツチームとのコラボイベン
トを

【観光資源を活かした交流人口の拡大】
●デジタル媒体を活用したＰＲの強化を
●新潟のシンボルやＳＮＳ映えするス

ポット、観光名所などの整備を
●国際交流・多文化共生や在住外国人へ

の支援などの施策展開を

柱Ⅱ．都心と８区の魅力・強みのコラボレーションによる新たな価値の創造

柱Ⅰ．人・モノ・情報の中心拠点となる稼げる都心づくり

【「新潟の食と花」の魅力発信】
●新潟の食や農を伝える場として

にいがた２ｋｍを活用する取組は良い
●食関連のイベントによる活性化を期待
●にいがた２ｋｍに生鮮食品店舗整備を

【新潟駅周辺整備】
●新潟駅のリニューアルを起爆剤として、

駅南から古町をつなぐ賑わい創出を
●万代広場に新潟を象徴するオブジェの

設置を検討すべき
●新観光案内所のディスプレイに工夫を
●来街者へのおもてなしの表現を
●駅前にペデストリアンデッキの整備を
【その他】
●都心地域への大型公共投資を
●空き店舗の活用促進を
●周辺市町村との連携・交流の強化を

【儲かる農業の推進】
●ＩＣＴ活用による稼働削減等の支援や

担い手の早期育成を

【8区との連携】
●イメージしやすいよう、取組の具体例

を示すべき
●都心以外でも関連事業として○〇２キ

ロの取組を展開してはどうか
●都心には都市機能を集中させるなど、

8区との役割分担を明確にすべき
●８区の魅力が詰まったにいがた２ｋｍに
●都心で８区の情報を収集できると良い

柱Ⅲ．居心地が良く、市民が主役になるまちづくり
【信濃川やすらぎ堤の活用】
●水辺のアクティビティなど、

新潟でしかできない取組の充実を

【くつろげる、歩いても楽しい都市空間】
●道路空間を活用したカフェテラスや

マルシェ等の実施に向けた規制緩和を
●都心軸のオフィスビル１階を商業施設

として、歩いて楽しい空間づくりを
●アーケードや地下道、ビル内通路など、

全天候型の歩道や、動く歩道の整備を
●電動キックボードなど、新たなパーソ

ナルモビリティの導入を
●そのためには道路空間の再構築が必要
●にいがた2ｋｍ内のバスを無料または

特別料金にすべき
●万代島方面へのアクセス強化を
●モノレールやＬＲＴ、都市型自走式

ロープウェイなどの整備を検討すべき
●駅前を中心に緑化推進を
●小さい子供の遊び場があると良い

【良好な景観の形成】
●建物の高さ規制など景観への配慮を
●都市計画やクリエイターの専門家と

市民・企業が意見交換する場づくりを

【安全・安心】
●オフィスビルを津波避難ビルや災害備

蓄倉庫として活用し、防災機能の向上を

【都心部の駐車場について】
●無料駐車場の整備や都心エリアの駐車

料金均一化を検討すべき

にいがた２ｋｍの覚醒の修正
●取組の方向性に「取組期間」「担当課」

「成果指標」等を記載すべき
●目指す方向性のカテゴリーが多すぎて、

イメージしにくい
●他都市より優れた本市ならではの魅力を

示すべき
●充実した交通インフラや職住近接など、

優れた住環境をＰＲすべき
●総合計画や諸計画との相関を示すべき

●「古い建築物の更新の停滞」を本市の
課題としているが、大切な古い建築物
も多くあるので表現を改めるべき

●推進項目「歴史・文化・スポーツを活
かした賑わいの創出」は、多様な歴史
や文化の価値を活かすため、柱Ⅰから
Ⅲへ移行すべき

●「緑豊かな都市空間の実現」を推進
項目に加えるべき

その他

【にいがた２ｋｍの情報発信】
●にいがた2ｋｍ内の様々な情報（各エ

リアの魅力や将来像・イベント等）を
一元化して発信していくべき

●にいがた２ｋｍ全体の取組を推進する
組織を強化すべき

●イメージを共有するため、世界のモデ
ルケースとなる都市を示してはどうか

●イラストや映像などにより、目指す姿
がイメージできる情報発信を

【その他】
●各エリアの個性を活かしたまちづくりを
●各エリアの個性に合わせた補助制度を
●交通渋滞が起きないような交通計画を
●ビッグスワンまでつながる楽しい空間

づくりを
●若者の地元愛の醸成につながる取組を

【官民連携によるエリアマネジメント】
●持続可能な官民連携エリアマネジメント

の仕組みづくりが必要

資料３


